
登録日 2022/8/23 登録番号 MS001

疾患名 多発性硬化症 申請診療科 脳血管・神経内科

投与スケジュール

Natalizumab 28日毎

注意事項

参考文献

・進行性多巣性白質脳症（PML）の発症予防のために必要な検査
　抗JCV抗体検査（治療開始前、治療中6ヵ月毎に検査する。）
　抗ナタリズマブ抗体検査（治療効果がなくなった時）
　髄液中のJCV遺伝子検査（治療中に神経学的症状の新規発現又は悪化がみられた場合）
・各検査の対応フローは、タイサブリ適正使用ガイドを参照。
・タイサブリを処方する医師は、適正使用プログラムのe-learningの履修を完了すること。
・タイサブリ投与後の経過観察に関わる工程
　外来診察にて実施可否確認、実施可の指示あり→化学療法室でルートキープ時同時採血施行、
　ナタリズマブ投与、生食フラッシュ施行、終了後抜針はせず生食ロック→診療科で観察→抜針

1) タイサブリ添付文書　2021年6月版
2) N Engl J Med, 354, 899-910 (2006).
3) Lancet Neurol, 21, 608-619 (2022).

2コース
・・・ （day)

① 生理食塩水 50 mL 点滴 5分

（プライミング用）

② タイサブリ 300 mg 点滴 60分

生理食塩水 100 mL

③ 生理食塩水 50 mL 点滴 5分

（フラッシュ用） （全開）
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